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今年の夏、長男はキャンプの会議と部活に、次男は「光るドロだんご」作りに明け暮れました。長男の部活があるので家族でどこかへ行くでもなく、暑い京都で私は苦行の毎日を過ごし、なんやわからぬうちに夏は終わりをつげたのでした。みなさんの夏はいかがでしたか？

８月に今年もまた「不登校」の数が増加、９年連続で過去最多、という報道がありました。増加率が減っているのは保健室登校や、適応教室通学を出席扱いする事例が増えたためといわれています。ちなみに長男の場合も部活に行った日は出席扱いとなり、中学の「不登校」数を減らすのに「貢献？」しています。もちろん私たちには不登校という意識はないので学校と意識の違いはありますが、現実問題として来年３年生になる長男の進路の可能性を広げるための配慮と、ありがたく受け止めています。

確かに「不登校」はなくなった方がいい。でもそれは、学校に戻る方がいいというのではなく、多くの選択肢を学校と並列に用意してはじめて本当の意味で可能になることでしょう。今の不登校対策のようにスクールカウンセラーや適応指導教室の充実を叫ぶばかりではちっとも問題の根っこは解決しない。なぜなら、学校へ行かない子どもは問題だと思う大人が対策を考えるから。ほんとにそれこそが最大の問題なのでしょうが。

例えば炭水化物がとれたら栄養学的には何でもよいのに、どうしても米じゃないとだめというようなもの。普通のごはんが苦手なら、おかゆやおもちにして、手を変え品を変えてでもなんとか食べさせようとする。日本人の主食は米でなければならない、食べられないのは非国民とでも言わんばかりに。でもこれだけすべての面で多様化した現代、べつにうどんやパンやとうもろこしでもいいんじゃないんでしょうか。その人がそれで元気で幸せなら。
